
  

 

第１４００回 例会 ２０２０年（令和２年）７月１３日 

 

前回（７月６日）例会記録  

◇プログレス 片岡 清夫  ＳＡＡ  

 

１．来客紹介         

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：０名 合計：０名 

   

2．７月お誕生月会員お祝い   

 

  栗原  裕 会員 （７月 ２日） 

  塩尻 明夫 会員 （７月 ４日） 

  中川 和之 会員 （７月２３日） 

  中村  一 会員 （７月２５日） 

 

 

３．会長の時間  「ファクターＸ」  岡本  茂 会長 

先週からの熊本・鹿児島の豪雨では大きな被害がでています。友好関係にある熊本の八代南ロータリ－クラブから 

地元の被害をお聞きすることや、また八代南ロータリ－へのお見舞いも急ぐ必要があります。理事会等で検討したいと 

思います。さて、新型コロナウイルスの感染が世界中で大きな影響が出ている中、かねてから日本の対策は緩い方と 

いわれています。外出自粛、休業要請という対応は、同じ感染者が少ないアジアでも台湾・韓国とは明らかに異なります。

しかし感染者、死者とも日本だけは極端に少ない。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 片岡 清夫 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 委員会卓話  職業奉仕委員会 社会奉仕委員会 青少年奉仕委員会 

○ 第１回ＳＡＡ委員会  ３２階「スカイテラス」 １２：００～ 

○ 第１回親睦委員会   ３２階「スカイテラス」 １３：４０～ 

・おうま 

・バラが咲いた 

・ふしぎなポケット 



 

人口 100万人当たりの感染症による死亡者は、欧米が 4～500人に対して日本は 5.4人。 

これはなぜか。このファクターＸを明らかにできれば、今後の対策戦略に活かすことができます。 

日本はそもそも医療体制が充実しているからとか、マスク着用や毎日の入浴などの高い衛生意識、ＢＣＧ接種が免疫を 

つくっている、日本人の「同調的行動説」・・などさまざまにいわれています。しかし、日本人の文化は、つまるところ梅雨の 

文化という人もいます。握手するのも肩を抱くのも、また頬を寄せ合うのも乾燥した国のあいさつの形式で、梅雨の文化は 

1.5Ｍ離れてお辞儀をする「流儀」を生みました。体をあまり接触させない日本人の生活がコロナの感染拡大を抑えている 

との見方もあります。こうして見ると梅雨の恩恵を感じなくもない。うっとうしいばかりの梅雨も愛おしく思えてきます。 

早期にこのＸが解明できれば、コロナ対策に活かせることができます。 

 

４．委員会報告 

◎ 社会奉仕委員会 小山 章松 委員長 

１．新型コロナウイルス感染症のワクチンが開発されていない中で、どのような社会奉仕活動ができるか、会員個々人 

  ロータリークラブとして考えていきたい。 

２．船場倶楽部との関係を今後も継続し、船場地域での社会奉仕活動を実行できればと考えています。 

３．船場倶楽部の案内板設置事業への協力として本町竹中工務店の御堂ビル玄関北側に設置できることになった。 

  （２０２０～２０２１年度の地区補助金が決定された。） 

 

５．ニコニコ報告  中嶋 啓至 親睦委員 

岡本茂 会員・・・・今年１年よろしくお願いします。 

西村 会員・・・・岡本会長、藤井幹事並びに各委員長の就任ご苦労さまです。この１年間大変お世話になりますが 

          どうぞよろしくお願い致します。 

澤田 会員・・・・本年度の親睦委員長を拝命いたしました。今後共宜しくお願い致します。 

甚田 会員・・・・ご苦労様です。どうぞ宜しく。 

中西、中村、平山、小島、俣野、大嶋、中嶋、北野、洪、吉本、山川、岡野、沖、藤井、岡本(真)、伊藤、清水、片岡、松谷、 

  各会員・・・・岡本会長 藤井幹事 新体制のスタートを祝して 

栗原、塩尻、中川、中村、各会員・・・・７月お誕生月 

伊藤、栗原、各会員・・・・７月創立記念日 

岡本(真) 会員・・・・７月結婚記念日 

 

６．出席報告 片岡 清夫 ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ３２名 出席率 ９１％ 

第１３９７回（６月８日） 修正出席率 ９７％ 

 

７．卓 話   

◎ 岡本  茂 会長 

 

今年度のＲＩ（国際ロータリー）のコアバリューは、「親睦・奉仕・多様性・リーダーシップ・高潔

性」とあります。この中で、「高潔性」について考えます。 

最近読んだ、「日本文化の核心」（講談社現代新書、松岡正剛著）には、日本文化は、「室礼

（しつらい）・もてなし・ふるまい」の三位一体とあります。 

ロータリークラブの「室来」とは、例会会場内のインテリア、佇まい。「もてなし」とはお客様への 

ご挨拶や体験例会の方への声掛けだったり。また「ふるまい」とは、日頃の言動や「なりふり」、ま

たは服装のことでしょうか。もし、このようなことが「高潔性」であるなら、これを学べる場、自然と

身につく場がロータリーです。ロータリ－は、しばしば道場とか修養の場ともいわれます。 

特に、この一年は高潔性をいつも頭の片隅に置きながら奉仕活動をしていきたいものです。 

 



 

◎ 藤井 宏明 幹事 

 

2020-2021 岡本茂会長体制の下、幹事を拝命しました藤井です。 

入会４年目にして、「幹事」という大役を仰せつかり、自分に務まるのか本当に不安でいっぱいで

す。しかし、「頼まれ事は、試され事」だと思い、今では感謝致しております。 

「コロナ禍」の中での新年度スタートとなり、今年はどれだけのロータリー活動が実施出来るか、全

く不透明です。通常例会においても、皆様にガイドラインを遵守していただくなど、ご協力を頂い

ております。そのような中、最近よく「ニューノーマル」という言葉を聞きます。訳すると「新常態」と

いいます。働き方やビジネスの方法、生活様式まで、これまで当たり前と思っていた事が急速に変

化し、また変化を求められています。船場ロータリークラブ３０数年の歴史の中で、これまで当たり前と思っていた事が、 

ウィズコロナ、アフターコロナの中で、大きく変化をしなければならない１年になるかもしれません。 

 そのような観点から考えますと、今年度は今後５年１０年を見据えた船場ロータリーとしての「ビジョン」を策定し、また日頃の

ロータリーの事務運営や、奉仕・親睦活動を時代の変化に適応していくためのスタートとしなければならないと感じています。

そのためには、ベテラン会員の皆様のご経験や、経営者としての心構え、あるべき姿を是非ご指導頂きたく存じます。そして

若手会員は、これからの船場ロータリークラブの創出を目指し、ニューノーマルに対応した仕組みや、取り組みの実行を 

果たしていくべきであると考えます。 

前任幹事には、知識も経験も遠く及びませんが、体力と気力を活かし、会長方針に掲げられた「楽しいクラブづくりと、クラブ

活動」の実現に邁進したいと思います。そして、船場という歴史ある地名が付いた、この大阪船場ロータリークラブの幹事で

あることを誇りに思い１年間幹事として、クラブに奉公して参りますので、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

               ・・・ クラブ運営フォーラム ・・・ 

           令和２年７月６日（月） 於：ｈｏｔｅｌ ｉｔ．ｏｓａｋａ ｓｈｉｎｍａｃｈｉ 4F「ｉｔ．ｏｖｅｎ」 

〇クラブ運営部門  沖 真一郎 委員長 

委員会の方針は会長の基本方針に則り「楽しいクラブづくりとクラブ活動」に沿い会員の皆様が気持ちよく例会・親睦会に 

参加できることを願い、各委員会の皆様と協調し運営する事です。現在の在籍会員数では、まだまだ会員増強は、僅々の 

課題であることには昨年となんら変わりのない状況です。各委員会と相互に協力し増強運動に繋げていきます。 

コロナ禍の現下、例年と違い企画・運営に思わぬ支障があるかと思います、各委員会の皆様にはご苦労をお掛けしますが、

その都度、会員の皆様にもご理解・ご協力を得 進めて行きたいと思います。 

いずれにしましても、今期 多難な期と成るかと思われますが、会長・幹事に協力しクラブ一同協力し盛り上げて行きたいと

思います。皆様、どうぞよろしくご協力賜りますようお願いします。 

 

〇会員増強委員会 中村  一 委員長 

岡本会長方針に沿って勧誘活動を活発に行い、今年度は 6名の新入会員を目標とし、男性 3名と女性 3名の計 6名と考え

ております。日常を取り巻く当面の環境下では面会での勧誘が難しい状況となっておりますが、このような環境下であるから

こそ、メールやＳＮＳなどを利用して当クラブの素晴らしい会員との出会いをＰＲできるチャンスにしたいと思い ます。 

今年度もクラブ戦略計画委員会とも連携し、クラブのブランディングの展開で、勧誘活動においてもわかりやすい 

活動と有意義な活動をご理解頂き会員増強に繋げたいと考えております。 

また、前年度に実行しておりました一斉体験例会も開催可能な時期がきましたら積極的に進めて参りたいと考えております。

今年度も全会員参加での会員増強へご協力頂けますよう、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

〇クラブ規定情報研修委員会 塩尻 明夫 委員長 

昨年度までで定款・細則に関しては皆様のおかげでアップデートがいったん完了しております。 

本年度は、これらを活用して出席義務の柔軟化やオンライン例会・理事会といった新しい手法にも対応し、皆が楽しく、 

同時にロータリー精神に相応しい活動ができるように頑張ります。よろしくお願い致します。 

 



 

〇親睦委員会 澤田 宗久 委員長 

この度、親睦委員長を拝命致しました澤田宗久です。ロータリーは、親睦と奉仕の２輪でなっています。 

委員会の方針といたしまして「楽しいクラブづくりとクラブ活動」の会長方針を軸に会員全員がＯｎｅ Ｔｅａｍになり魅力ある 

楽しいクラブづくりに努めます。又、会員家族も楽しんで参加していただけるような家族親睦会を行っていきますので 

皆様宜しくお願い致します。 

 

〇会報広報委員会 吉本  力 委員長 

会報広報委員会の委員長を拝命いたしました吉本です。 

毎週皆様にお配りする週報の他、ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋによる発信などが主な活動となりますが、特に、当クラブの 

良さを対外的にアピールし、会員増強につなげることを意識して活動したいと考えています。Ｆａｃｅｂｏｏｋはしばらく更新され

ていないようなので、継続するかどうかも含めて皆様にご相談させていただき、継続するのであれば、効果的な利用方法に

ついても検討していきたいと思います。また、Ｆａｃｅｂｏｏｋ以外のＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用も検討

していきたいと思います。以上、簡単ではございますが、皆様のご指導とご協力の程よろしくお願いいたします。                    

 

        ☆☆☆  ２０２０～２０２１年新年度会員懇親会  ☆☆☆ 

          令和２年７月６日（月） 於：ｈｏｔｅｌ ｉｔ．ｏｓａｋａ ｓｈｉｎｍａｃｈｉ 4F「ｉｔ．ｏｖｅｎ」 

                                                     司会 澤田 宗久 親睦委員長 

 

◎ 開会挨拶    岡本  茂 会長 

◎ 乾 杯      西村 文延 会員 

◎ ご挨拶   

澤田親睦委員長の司会により、突然の指名にも関わらず、多くの会員の方々に有意義な 

話をして頂きました。 

◎ 閉会の挨拶   沖 真一郎 副会長 

◎ 手に手つないで♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回７月２０日(月)例会予定 

・委員会今年度方針及び活動計画（国際奉仕・Ｒ財団・米山奨学・ＳＡＡ・クラブ戦略計画） 

７月度理事会報告 

２０２０年７月６日（月） 於：ｈｏｔｅｌ ｉｔ．ｏｓａｋａ ｓｈｉｎｍａｃｈｉ ４Ｆ「ｉｔ．ｏｖｅｎ」 

（議 案） 

１、 ６月度会計報告 

      ・中川会員 ご母堂様逝去についての支出報告他 全て承認 

２、 前年度会計監査⇒俣野会員に依頼 

３、 大丸のお中元について⇒承認  

４、 事務局員の夏季賞与について⇒承認  

５、 武田会員退会について⇒承認 

６、 今年度の当クラブ「ロータリー賞」目標 地区に提出済、７月より開始 

７、 第2660地区 7月～9月 クラブ例会ビジター受入れについて来週配布予定  

８、 夏の家族懇親会開催について⇒8/29予定  

９、 その他 

・クラブ名刺の配布について 

・例会開催ガイドライン案 

・八代南ＲＣとの今後の提携等について 


